
各薬科大学長・薬学部長 殿  

厚生労働省医薬食品局総務課 関野、境  

新たな薬剤師国家試験制度の構築に向けた検討状況のお知らせと  

出題範囲に関する意見照会  

平素より、薬学教育を通じて薬剤師の養成にご尽力賜り、厚く御礼申し上げます。  

厚生労働省では、平成19年6月に薬剤師国家試験出題制度検討会を設置し、新たな6年制教育を通じて  

修得した知識、技能及び態度について、医療人として求められる資質を的確に確認するに相応しい薬剤師国  

家試験のあり方等の検討を行っているところです。   

本検討会はこれまで3回の開催を通じて、出題の範囲や出題の方法などについて検討を行っており、これ  

までのところ、出題範囲については、少なくとも薬学教育モデル・コアカリキュラム及び実務実習モデル・コア  

カリキュラムの領域を全てカバーする必要があること、また、出題方法については、薬剤師として必要な基本  

的知識に関する出題に加えて、実践における問題解決能力を問うために、基本的知識と実践（臨床）に係る  

＼ 知識、技能及び態度とを複合的に出題する必要があることなどについて一定の方向性が示されています。検 【  

討状況の詳細については、厚生労働省のホームページにこれまでの検討会資料及び議事録が掲載されてい  

ますので、ご参照の程よろしくお願いいたします。  

t＿・－じ  i／otherL．html＃i  ／／www．mhlw   

このような検討状況の下、出題の範囲については、第3回検討会において厚生労働省より、薬学教育モデ  

ル・コアカリキュラム及び実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したものを「出題の範囲（案）」（添付  

資料参照）として提示するとともに、検討会での議論に加え、薬科大学・薬学部に対して広く意見を求めること  

を提案したところです。   

っいては、「出題の範囲（案）」が今後薬剤師国家試験の出題範囲として成案化されていくものであることを  

前提に、それぞれの分野・領域の諸先生に添付資料をご覧いただき、本案に示す項目の追加・削除・変更に  

関する意見及び本案に対する自由意見を、それぞれ別紙様式（A）及び（B）にご記入のうえ、平成20年1月  

30 日までに、下記宛にご返送くださいますようお願い申し上げます。いただいたご意見は、今後の検討の参  

考となりますので、何卒ご協力方よろしく申し上げます。  

記  

厚生労働省医薬食品局総務課 関野、境  

〒100－8916 東京都千代田区霞が関1－2－2  

電話（直通）03－3595－2377  

FAX O3－3591－9044  
メールアドレス sakaiuhiromichi＠mhlw．   



別紙様式（A）  

項目の追加・削除・変更に関する意見  

大学名  

［御連絡先］   

御所属  御名前  

電話番号  

E－mailアドレス   

行番亘  追加・削除・変更を行う項目  意見の種別   意見及びその理由等  

I  

【  

※ 記入上の注意  

・「行番号」欄には、「出題の範囲（案）」に便宜上付した行番号を御記入下さい。  

・「追加・削除・変更を行う項目」欄には、追加・削除・変更を行う必要があると考える項目を御記入下さい。  

・「意見の種別」欄には、意見が追加・削除・変更のうち、どれに該当するかを御記入下さい。  

・「意見及びその理由等」欄には、追加・削除・変更の意見及びその理由等を具体的に御記入下さい。  

▼ 
ず弓   



別紙様式（B）  

「出題の範囲（案）」に対する自由意見  

大学名  

［御連絡先］   

御所属  御名前  

電話番号   

E－mailアドレス  

※「出題の範囲（案）」に対する自由意見を上記枠内に1つずっ御記入下さい。   



「出題の範囲（案）」の見方  

この「出題の範囲（案）」は、新たな薬剤師国家試験において出題対象となる項目を示すものとして、  
第3回薬剤師国家試験出題制度検討会（平成19年10月25日開催）に、厚生労働省が示したもので  
あり、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」（平成14年8月）及び「実務実習モデルコアカリキュラム」  
（平成15年12月）に沿って作成されている。  

アカノキ ムのJ遠目ヰ  

「出題の範囲（案）」に便宜上付した行番号  lお て‡  度力己されて るもの   



【物理】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したもの）  
※網掛け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達目標において「技能」、「態度」が記されているもの  

大項目  中項目  小項月  小項目の例示  

Cl物質の物理的性質   （1）物質の珊造   化学結合   化学結合の成り立ち  

軌道の混成  

分子軌道の基本概念  

共役や共鳴の概念  

分子間相互作用   静電相互作用（例示）  

フアンデルウールスカ（例示）  

双極子間相互作用（例示）  一  

分散力（例示）  

水素結合（例示）  

電荷移動（例示）  

疎水性相互作用（例示）  

原子・分子   電磁波の性質および物質との相互作用  

分子の振動、回転、電子遷移  

スピンとその磁気共鳴  
分子の分権と双極子モーメント  

代表的な分光ズベクトルを測定しこ、構造との関連を鮫明できる▲∴ノ が㌫豆ふ  

偏光および旋光性  
敗乱および干渉  

結晶柵造と回折現象  

放射線と放射能   原子の構造と放射捜変  
硯搬放射線の種類（列挙）、それらの物質との相互作用  

代表的な放射性接唖の物理的性質  

核反応および放射平衡  

放射線の測定原理  

（2）物質の状態Ⅰ   総論   フアンデルウールスの状態方程式  

気体の分子運動とエネルギーの関係  
エネルギーの定子化とボルツマン分布  

エネルギー   系、外界、境界  

状態関数の械類と特徴  
仕事および熱の据念  

定容触容立および定圧熱容丑  

熱力学第一法則（式を用いた三見明）  

代表的な過摺（変化）仁おける触と仕事を計算できる  ・一沖 
エンタルビー  

代表的な物理蜜イヒこ化学まイヒに伴う楕坤エシタルビー変位を説明し」汁∫できる  ▲ノ㌦ご∴・ま 

標準生成工ンタルビー  

自発的な変化  エントロピー  

熱力学第二法則  

代表的な物理針ヒこ化学針ヒに伴う土ントロピー蜜イヒを計算できる 、－ナ：－・±さ二′〔l 

幣力学第三法則  

自由エネルギー  

熱力学冊数の計算鏑異に基づく白発的な変化の方向と程度を予測できる 、㌧い舶 

自由エネルギーの圧力と温度による変化（式を用いた説明）  

自由エネルギーと平衡定数の温度依存性（van■tHoffの式）  

共役反応（例示）  

（3）物質の状態Ⅱ   物理平衡   相変化に伴う熱の移動（Claus山s－Clapeyronの式など）  

相平衡と相律   

－5－   



代表的な状態図（一成分系、二成分系、三成分系相図）  

物質の溶解平衡  

溶液の真一的性質（浸透圧、沸点上鼻、凝固点鱒下など）  

界面における平衡  

吸着平衡  

代表的な物理平棚を観測し・、平衡定数を求めることができる  

溶液の化学   化学ポテンシャル  

清里と活量係数  

平衡と化学ポテンシャルの関係  

電解質のモル伝導度ゐ濃度変化  

イオンの輪率と移動度  

イオン強度  

電解質の活出係数の濃度依存性（Debye－Huckelの式）  

電気化竿   代表的な化学電池の種類とその相成  

標準磁極電位  

起電力と標準自由エネルギー変化の関係  

N8rnStの式の誘場  

濃淡電池  

膜電位と能動輸送  

（4）物質の変化   反応速度   反応次扱と速度定数 

微分型遠慮慮を積分型速度式に変換できる  

代表的な反応次数の決定法（列挙）  

代表的な（擬）一次反応の反応速度を測定し、速度定数を求めることができる  

代表的な複合反応（可逆反応、平行反応、連続反応など）の特徴  

反応速度と温度との関係（A汀heniusの式）  

衝突理論  

遁移状態理論  

代表的な触媒反応（酸■塩基触媒反応など）  

酵素反応およぴその桔抗阻害と非桔抗岨筈の機構  

物質の移動   拡散および溶解速度  

沈降現象  

流動現象および粘度   

C2 化学物質の分析   （1）化学平衡   酸と塩基   酸・塩基平衡  

溶液の水素イオン濃度（pH）を測定できる  一：・－さ予再与誉 

溶液わ古山を打算セきる宣√γでさこご  √ 叫′′ ㌔髄㍍霊  

碩術作用（具体例）  

代表的な繰怖液の特徴とその調製法  

化学物質のpHによる分子形、イオン形の変化  

各唖の化学平衡   緒体・キレート生成平衡  

沈殿平衡（洒鰐皮と溶解度積）  

酸化道元●屯位  

酸化道元平衡  

分配平衡  

イオン交換  

（2）化学物質の検出と定立   定性星式験   代表的な無臓イオンの定性反応  

日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認孟式験（列挙）とその内容  

日本薬局方収載の代表的な医薬品の純度≡式験（列挙）とその内容  

定立の基礎   実♯檀を用いた計算および統計処理 ，．け∴、▲  

医薬品分析法のバリデーション  

日本薬局方収載の重量分析法の原理および操作法  

日本薬局方収載の容出分析法   
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日本薬局方収載の生物学的定量法の特徴  

容量分析   中和滴定の原理、操作法および応用例  

非水滴定の原理、操作法および応用例  

キレート滴定の原理、操作法および応用例  

沈殿滴定の原理、操作法および応用例  

酸化還元滴定の原理、操作法および応用例  

電気滴定（電位差滴定、電気伝導度滴定など）の原理、操作法および応用例  

乱本葉局方収鵬の代表的な医薬品の容量分析を実施できる 
l－∴■も 

金属元素の分析   原子吸光光度法の原理、操作法および応用例  

発光分析法の原理、操作法および応用例  

クロマトグラフィー   クロマトゲうフィーの椎精（列挙）、それぞれの特徴と分離機欄  

クロマトグラフィーで用いられる代表的な検出法と装置  

簿柵クロマトグラフィ十三‘液体如マトゲラフイ主などdクロマけラフ示達用いて代表的な化学物∫を分■分析でを訂  

代表的な生体賦料たっし）七さ目的に即じた前処理と適切な取扱いがセきる′ 分析の準備   け増刊や  
（3）分析技術の臨床応用  

臨床分析における緬虔管理および横準物質の意鞋  

分析技術   臨床分析の分野で用いられる代表的な分析法（列挙）  

免疫反応を用いた分析法の原理、実施法および応用例 

酵素壷用いた代表的な分析法の原理を脱明しご実施できる －1・ 

t気泳動法わ原理を脱明じ：実施できる  パ＝ニキ・ぜ 

代哀的なセンサーの列挙、原理および応用例  

代表的なドライケミストリー  

代表的な画像診断技術（×線検査、CTスキャン、MRし超音波、核医学横査など）  

画像診断薬（造巌剤、放射性医薬品など）  

薬学領域で黒用されるその他の分析技硝（バイオイメージング、マイクロチップなど）  

薬蓬物の分析   薬物中東における生休試料の取扱い  

代表的な中毒原眉物質（乱用物質を含む）のスグノーニング法（列挙）  

代表的な中暮原匝物賞を分析できる  

C3 生体分子の姿・かたちをとらえる   （1）生体分子を解析する手法   分光分析法   紫外可視吸光度測定法の慮理、生体分子の解析八の応用例  

蛍光光度法の原理、生体分子の解析への応用例  

赤外・ラマン分光スペクトルの原理、生体分子の解析への応用例  

・電子スピン共鳴（ESR）スペクトル測定法の原理、生体分子の解析への応用例  

旋光度測定法（旋光分触）、円偏光二色性測定法の原理、生体分子の解析への応用例  

代喪的な生体分子（楳酸、タンパクr）の紫外および蛍光スペクトルを測定し、構造上の特徴と脚遵づけて説明できる  

核磁気共鳴スペクトル   核磁気共鳴スペクトル測定法の原理  

生体分子の解析への核磁気共鳴スペクトル測定法の応用例  

賀址分析   質址分析法の原理  

生休分子の解析への質立分析の応用例  

×繰結晶解析   ×線結晶解析の原理  

生体分子の解析への×線結晶解析の応用例  

相互作用の解析法   生体分子間相互作用の解析法  

（2）生体分子の立体相違と相互作用   立体梢造   生体分子（タンパク質、核酸、脂質など）の立体㈹造  

タン／〈ク質の立体用造の自由度  

タン／くク質の立体溝造を規定する因子（疎水性相互作用、静電相互作用、水素精舎など）の具体例  

タン／くク質の折りたたみ過程  

核酸の立体柵造を規定する相互作用の具体例  

生体膜の立体硝造を規定する相互作用の具体例  

相互作用   鎚と鋸穴モデルおよび誘染適合モデルの具体例  

転写・翻訳、シグナル伝達における代表的な生体分子間相互作用の具体例  

脂蜃の水中における分子集合構造（膜、ミセル、膜タン／くク質など）  

生体高分子と医薬品の相互作用における立体構造的要因の重要性の具体例   
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【化学】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したもの）  
※網掛け部分は、モデルーコアカリキュラムの到達目標において「技能」、「態度」が記されているもの  

大項月  中項月  小項目  小項目の例示  

C4 化学物質の性質と反応   （1）化学物質の基本的性質   基本事項   基本的な化合物の命名、ルイス構造式  

薬学領域で用いられる代表的 

有扱化合物の性質に及ぼす共鳴の影響  

有様反応における結合の関裂と生成の様式  

基本的な有機反応（置換、付加、脱離、手云位）の特徴  

ルイス酸・塩基の定概  

炭素原子を含む反応中間体（カルポカチオン、カル／ヒオン、ラジカル、カルベン）の構造と性質  

反応の進行（エネルギー図を用いた説明）  

有機反応（電子の動きを示す矢印を用いた説明）  

有機化合物の立体相違   捕造異性体と立体異性体  

キラリティーと光学活性  

エナンチオマーとジアステレオマー  

ラセミ体とメソ化合物  

絶対配置の表示法  

Fisch8「投影式とNewman投影式を用いた有機化合物の構造  

エタンおよぴブタンの立体配座と安定性  

無拙化合物   代表的な典型元素（列挙）、その特徴  

代表的な遷移元素（列挙）、その特徴  

窒素酸化物の名称、用途、性質（列挙）  

イオウ、リン、ハロゲンの酸化物、オキソ化合物の名称、構造、性質（列挙）  

ヽ、＿ ／ 「 代表的な無機医薬品（列挙）  

錯体   代表的な錯体の名称、構造、基本的性乳  

配位結合  

代表的なドナー原子、配位基、キレート各式薬  

錯体の安定度定数  

錯体の安定性に与える配位子の柵造的要素（キレート効果）  

錯体の反応性  

医薬品として用いられる代表的な錯体（列挙）  

（2）有機イヒ合物の骨格   アルカン   基本的な炭化水素およぴアルキル基のルPACの規則に従った命名  

アルカンの基本的な物性  

アルカンの構造異性休の図示、奴の提示  

シクロアルカンの規の歪みを決定する要因  

シクロヘキサンのいす形配座と舟形配座（図示）  

シクロヘキサンのいす形配座における水素の紹合方向（アキシァル、エクアトリアル）（図示）  

埴換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定する要因 

アルケン・アルキンの反応性   アルケンヘの代表的なシン型付加反応（列挙）、反応他用  

アルケンヘの臭素の付加反応の槻用（図示）、反応の立体特異性（アンチ付加）  

アルケンヘのハロゲン化水素の付加反応の位置選択性（Markovnikov則）  

カルポカチオンの級数と安定性  

共役ジエンヘのハロゲンの付加反応の特徴  

アルケンの酸化的開裂反応（列挙）、溝造解析への応用  

アルキンの代表的な反応（列挙）  

芳香族化合物の反応性   代表的な芳香族化合物（列挙）の物性と反応性  

芳香族性（日日ckd則〉の概念を説明できる。  

芳香族化合物の求花子置換反応の槻綿  

芳香族化合物の求花子置換反応の反応性および配向性に及ぼす置換基の効果  

芳香族化合物の代表的な求核比換反応  
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（3）官能基   概説   代表的な官能基く列挙）、個々の官能基を有する化合物のIUPACの規則に従った命名  

複数の官能基を有する化合物のルPACゐ規則に従った命名  

生体内高分子と薬物の相互作用における各官能基の役割  

代表的な官能墓の定性拭験を臭施できる 

官能墓の性貫を利用した分♯精製重美施できる  

日常生活で用いられる化学物質（官能基別に列挙）  

有機ハロゲン化合物   有機ハロゲン化合物の代表的な性質と反応（列挙）  

求核置換反応（SNlおよび岳N2反応）の機樟、立体化学  

ハロゲン化アルキルの脱ハロゲン化水素の機構（図示）、反応の位置選択性（Sa漬ヱe汗則）  

アルコール・フェノール・チオール   アルコール短の代表的な性質と反応（列挙）  

フェノール顆の代表的な性質と反応（列挙）   

フェノール類、チオール頬の抗酸化作用  

エーテル   エーテル桟の代表的な性質と反応（列挙）  

オキシラン類の関環反応における立体特異性と位置選択性  

アルデヒド・ケトン・カルポン酸   アルデヒド類およぴケトン類の性質と代表的な求核付加反応（列挙）  

カルポン酸の代表的な性質と反応（列挙）  

カルポン酸誘貌体（酸J 

アミン   アミン類の代表的な性質と反応（列挙〉  

代表的な生体内アミン（列挙〉、柵造式  

官能基の酸性度・塩基性度   アルコール、チオール、フェノール、カルポン酸などの酸性度（比較）  

アルコール、フェノール、カルポン酸、およぴその誘導体の酸性度に影響を及ぼす因子（列挙）  

含羞兼化合物の塩基性度  

（4）化学物質の用途決定   総論   化学物質の珊造決衰に用いられる機器分析法の特徴  

1H NMR   NMRスペクトルの概要と測定法  

化学シフトに及ぼす用造的要因  

有機化合物中の代表的水素原子に関するおおよその化学シフト値  

重水添加による重水素滋換の方法と原理  

1HNMRの絹分値の意味  

1HNMRシグナルが近ほプロトンにより分裂（カップリング）する理由と、分裂捕式  

1日NMRのスピン結合定数から得られる情報（列挙）、その内容  

代表的化合物の部分構造をtHNHRから決定できる  

13C NMR   13CNMRの測定により得られる作柄の概略 

代表的な欄造中の炭素に関するおおよその化学シフト値  

IR スペクトル   lRスベクトルの概要と測定法  

lRスペクトル上の■層欄な甘腫轟の特性吸収を列挙じこ帰属することができる  ・  

紫外可視吸光スペクトル   化学物質の構造決定における紫外可視吸収スペクトルの役割  

マススペクトル   マススペクトルの概要と測定法  

イオン化の方法（列挙）、それらの精微  

ピークの粗相（基準ピーク、分子イオンピーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）  

塩素原子や臭素原子を含む化合物のマススペクトルの特徴  

代表的なフラグメンテーション  

高分解能マススペクトルにおける分子式の決定法  

基本的な化合物のマススぺ 

比旋光度   比旋光度測定法の概略  

実測値を用いて比旋光虎を計算できる 

比旋光度と絶対配思の関係  

旋光分散と円二色性の概略  

総合演習   代表的な機♯分析法を用し（て、▲木的な化合物の構造決定ができる －   

C5 ターゲット分子の合成   （り官能基の導入・変換  アルケンの代表的な合成法  

アルキンの代表的な合成法  

有機ハロゲン化合物の代表的な合成法   
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アルコールの代表的な合成法  

フェノールの代表的な合成法  

エーテルの代表的な合成法  

アルデヒドおよぴケトンの代表的な合成法  

カルポン酸の代表的な合成法  

カルポン酸誘渇休（エステル、アミド、ニトリル、酸ハロゲン化物、酸無水物）の代表的な合成法  

アミンの代表的な合成法  

代表的な官能基選択的反応（列挙）、その場柵と応用例  

代喪的な官能墓を他b 

（2）複雑な化合物の合成   炭素腐格の構築法   Di8ls－Ald餅反応の特徴（具体例）  

車云位反応を用いた代表鱒な炭素骨格の柵築法（列挙）  

代表的な炭素醜のpKaと反応性の関係  

代♯的な炭素」炭集結書生成長広けルドール反応、マロン奴エスナル合成、丁セト酢酸エステル合成」血血●J付加、■hⅣ血h反応、Grltn■rほ応、瑚叫反応など）  

位置および立体選択性   代表的な位置選択的反応（列挙）、その他珊と応用例  

代表的な立体遇択的反応（列挙）、その機構と応用例 

保証基   官能基毎に代姦的な保旺基（▼列挙）、その応用例  

光学活性化合物   光学活性化合物を縛るための代表的な手法（光学分割、不斉合成など）  

総合演習   陳印として与えられ迄化合物の合成法を立案できる 
煤月として与えら尤た医薬品を合放できる∴∴て∴”ネ㌻∴ニニ‡こiこ・∴  …・冊子 
反応廃液を適切に処理する ●ニー℡‘≠‾ぺJ一－ノ   

C6 生体分子・医薬品を化学で理解する   （り生体分子のコアと′く「ツ   生体分子の化学相違   タン／くク質の高次用達を規定する結合（アミド基聞の水素結合、ジスルフィド縮合など）および相互作用  

糖類および多糖類の基本繍遥  

拍とタン′くク質の代表的な結合様式  

核酸の立体捕造を規定する化学結合、相互作用  

生体膜を相成する脂質の化学構造の特徴  

生体内で機能する複素根   生体内に存在する代表的な複素環化合物（列挙）、用造式  

核酸塩基の構造、水素結合を形成する位憧  

複素甥を含む代表的な捕酵素（フラビン、NAD、チアミン、ヒリドキサール、業放など）の機能（化学反応性との閑適）  

生体内で機能する錯体・無機化合物   生体内に存在する代表的な金屑イオンおよび錯体の機能  

活性酸素の構造、屯子配置と性質  

一酸化窒素の電子配仕と性質  

化学から観る生体ダイナミクス   代表的な酵素の基質結合部位が有する構造上の時機（具体例）  

代表的な酵素（キモトリプシン、リボヌクレアーゼなど）の作用機柵（分子レベル）  

タン／くク質リン酸化におけるATPの役割（化学的）  

（2）医薬品のコアとバーツ   医薬品コンポーネント   代表的な医薬品のコア構造（ファーマコフォア）、分類  

医薬品に含まれる代表的な官能基の性質lこ基づく分校、医薬品の効果との関連  

医薬品に含まれる複素規   医薬品として捜索甥化合物が繁用される根拠  

医薬品に含まれる代表的な複素環化合物、分類  

代表的な芳香族捜索環化合物の性質の芳香族性との関連  

代表的芳香族複素環の求亀子試薬に対する反応性および配向性  

代表的芳香族複素根の求核試薬に対する反応性および配向性  

医薬品と生体高分子   生休高分子と非共有結合的に相互作用しうる官能基（列挙）  

生休高分子と共有結合で相互作用しうる官能基（列挙）  

分子模型、コンピューターソフトなどを用いて化学物干の立体檎堰を示すことができる  －  

生休分子を模倣した医薬品   カテコールアミンアナログの医薬品（列挙〉、それらの化学欄造の比較  

アセチルコリンアナログの医薬品（列挙）、それらの化学硝造の比較  

ステロイドアナログの医薬品（列挙）、それらの化学硝造の比較  

核酸アナログの医薬品（列挙）、それらの化学構造の比披  

ペプチドアナログの医薬品（列挙）、それらの化学相違の比較  

生体内分子と反応する医薬品（例示）   アルキル化割とDNA塩基の反応  

インターカレーターの作用機序（盟示）   
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βうクタムを持つ医薬品の作用機序（化学的）   

C7 自然が生み出す薬物   （り薬になる動植鉱物   生薬とは何か   代表的な生薬（列挙）、その特徴  

生薬の歴史  

生薬の生産と流通  

薬用植物   代表的な薬用檎物の形態を観曝する  

代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効など（列挙）  

代表的な生薬の産地と基原植物の関係（具体例）  

代表的な薬用櫓物を形態が似ている縫物と区別できる  

代表的な薬用植物に含有される薬効成分  

植物以外め医薬資源   動物、鉱物由来の医薬品（具体例）  

生薬成分の柵造と生合成   代表的な生薬成分の化学柵造に基づく分類、それらの生合成経路  

代表的なテルペノイドの構造の生合成経路、その基原相物  

代表的な強心配糖休の柵造の生合成緯路、その基原柏物  

代表的なアルカロイドの珊造の生合成種路、その基原描物  

代表的なフラボノイドの構造の生合成経路、その基原植物  

代表的なフェニルプロパノイドの構造の生合成経路、その基原植物  

代表的なポリケチドの捕造の生合成経路、その基原植物  

農薬、香椎品としての利用   天然物質の農薬、香粗品などの原料としての有用性（具体例）  

生薬の同定と品質評価 日本薬局方の生薬総則および生薬王式験法  

代表的な生薬をだ別できる 

代褒的な生薬の確匪試験を実施できる  

代表的な生薬の紺度試験を実施できる  

生薬の同定と高貴評価法  

（2）薬の宝庫とLての天然物   シーズの探索   医薬品として使われている天然有機化合物およぴその法論体（具体例）  

シーズの探索に貢献してきた伝統医学、民族椅物学（例示）  

医薬原料としての天然物質のれ源確保に関する間組点（列挙）  

天然物質の取扱い   天然物1の代表的な抽出法、分離精製法を列挙し、実施できる  

代表的な天然有機化台物の捕追決定法（具体例）  

微生物が生み出す医薬品   抗生物質、化学構造に基づく分類  

発西引こよる医薬品の生産   微生物による抗生物質（ペニシリン、ストレプトマイシンなど）生産の過程  

発酵による有用物質の生産   微生物の生産する代表的な糖質、酵素（列挙）、利用法  

（3）現代医頂の中の生薬・さ奥方染   漢方医学の基礎   漢方医学の特徴  

漢方薬と民間薬、代替医療との相違  

漢方薬と西洋薬の基本的な利用法の速い  

漢方処方と「音正」との関係  

代表的な漢方処方の適応症と配合生薬  

漢方処方に配合されている代表的な生薬（例示）、その有効成分  

漢方エキス製剤の特徴、酢夜との比披（加筆）  

漢方処方の応用   代表的な疾患に用いられる生薬および漢方処方の応用、使用上の注意  

漢方薬の代表的な副作用や注意事項   

C17 医薬品の閑発と生産   （2）リード化合物の創製と最適化   医薬品創製の歴史   古典的な医薬品開発から理論的な創薬への歴史  

標的生体分子との相互作用   医薬品開発の標的となる代表的な生休分子（列挙）  

医薬品と標的生体分子の相互作用の具体例（立体化学的観点）  

立体異性体と生物活性との関係に関する具体例  

医薬品の捕造とアゴニスト活性、アンタゴニスト活性との関係に関する具体例  

スケノーニニング   スクリーニングの対象となる化合物の起源  

代表的なスクリ一三ング法，（列挙）  

リード化合物の最適化   定立的構造活性相関のパラメーター（列挙）、その薬理活性に及ぼす効果  

生物学的等価性（バイオアイソスター）の意毒  

薬物勤値を考応したドラッグデザイン   
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【生物】  

出題の範囲（薬学教育モデル・コアカリキュラム、実務実習モデル・コアカリキュラムに沿って整理したもの）  
※網掛け部分は、モデル・コアカリキュラムの到達目標において「技能」、「態度」が記されているもの  

小項目  小項月の例示  大項畠  中項目  

C8 生命体の成り立ち   （1）ヒトの成り立ち   概論   ヒトの身体を構成する臓器の名称、形態および体内での位置  

ヒトの身体を珊成する各臓器の役割分担  

神経系   中枢神経系の梢成と織能の概要  

体性神経系の構成と機能の概要  

自律神経系の相成と機能の概要  

骨格系・筋肉系   主な骨と関節の名称、位置  

主な骨格筋の名称、位置  

皮牌   皮牌の機能と構造  

循環器系   心臓の機能と構造  

血管系の機能と構造  

リンパ系の地能と柵造  

呼吸器系   肺、気管支の機能と硝造  

消化器系   胃、小腸、大腸などの消化管の機能と構造  

肝臓、膵臓、胆放の機能と構造  

泌尿器系   腎臓、膀胱などの泌尿器系臓器の機能と構造  

生殖器系   精巣、卵巣、子宮などの生殖器系臓器の機能と珊造  

内分泌系   脳下垂体、甲状腺、副腎などの内分泌系臓器の機能と捕造  

姓覚器系   眼、耳、鼻などの舷賞器の眈能と構造  

血液・造血器系   骨髄、脾臓、胸腺などの血液・造血希系臓器の機能と構造  

（2）生命体の基本単位としての細胞   細胞と組織   細胞集合による組織構築  

臓器、組織を相成する代表的な細胞の撒頬（列挙）、形態的および機能的特徴 

代表的な細胞および組織を韓轍銃を用いて組察できる。（技能）  

細胞膜   細胞膜の構造と性質  

細胞膜を構成する代表的な生体分子（列挙）、その他能  

細胞膜を介した物質移動  

細胞内小器官   細胞内小器官（核、ミトコンドリア、小胞体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソームなど）の欄造と扱鵬  

細胞の分裂と死   体細胞分裂の槻柵  

生柏細胞の分裂粗相  

アポトーシスとネクローシス  

正常細胞とがん細胞の速い（対比）  

細胞間コミュニケーション   細胞間のほ爺珊造、主な細胞ほ着分子の樋叛と特徴  

主な紳胞外マトリックス分子の碓躇、分布、性質  

（3）生体の機能調節   神経・筋の調節掴朋   神経系 

シナプス伝達の調節機欄  

神経系、感覚器を介するホメオスタシスの調節機捕（代表例の列挙）  

筋収縮の調節他用  

ホルモンによる調節機珊   主要なホルモンの分泌槻相および作用機用  

血糖の調節闇朋  

循環・呼吸系の調節機洒   血圧の調節挽梢  

肺および組織におけるガス交換  

血液凝周・線溶系の他用  

体液の調節機捕   体液の調節洩硝  

尿の生成機溝、尿丘の調節機柵  

消化・吸収の調節機澗   消化、吸収における神経の役割  

消化、吸収におけるホルモンの役割  
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体温の調節機用   体温の調節機梢  

（4）小さな生き物たち   総論   生態系の中での微生物の役割  

原核生物と真核生物の違い  

細菌   細菌の構造と増殖他柵  

細菌の系統的分類、主な細菌（列挙）  

グラム悟性育と陰性菌、好気性菌と嫌気性薗の違い  

マイコプラズマ、リケッチア、クラミジア、スピロヘータ、放線菌の特性  

腸内細菌の役割  

細菌の追伝子伝達（接合．形質導入、形質転換）  

細菌脊索   代表的な細阻毒素の作用  

ウイルス  代表的なウイルスの構造と増殖過程  

ウイルスの分炸法  

代表的な動物ウイルスの培養法、定量法  

采菌・原虫・その他の微生物   主な真菌の性状  

主な原虫、寄生虫の生活史  

消毒と滅菌   滅薗、消毒、防腐および殺菌、綿箇の槻念  

主な消義藁を適切に使用する  

主な滅菌法を実施できる ‥，tJ二′ 

検出方法   グラム染色を実施できる 「卜・・、、  

無菌穐作を実施できふ ・－ 

代表的な細菌または薫菌の分社培養、－純培養を実施できる  

細菌の同定に用いる代表的な試験法（生化学的性状三式検、血清型別≡式験、分子生物学的三式臓）  

代表的な細菌を同定できる   

C9生命をミクロに理解する   （1）細胞を相成する分子   脂質   脂質の分頬、捕造の特徴と鱒割  

脂肪酸の柚栢と役割  

脂肪酸の生合成経路  

コレステロールの生合成経路と代謝  

報賞   グルコースの相違、性質、役割  

グルコース以外の代表的な単糖、および二糖のⅧ柁、捕造、性野、役割  

代表的な多軸の欄造と役割  

鋤真の定性および定量試験法を実施できる  

アミノ酸   アミノ酸（列挙）、梢造に基づく性質  

アミノ酸分子中の炭素および窒素の代謝  

アミノ酸の定性および売上試験法を実施できる 

ビタミン   水溶性ビタミン（列挙）、欄造、基本的性質、補講策や補欠分子として関与する生体内反応  

脂溶性ビタミン（列挙）、構造、基本的性㌍と生理槻能  

ビタミンの欠乏と過剰による症状  

（2）生命惰紺を担う遺伝子   ヌクレオチドと核酸   接酸塩基の代謝（生合成と分解）  

DNAの構造  

RNAの相違  

追伝情報を担う分子   遺伝子発現に関するセントラルドグマ  

DNA組とRNA鎖の類似点と相違点  

ゲノムと追伝子の関係  

染色体の欄造  

追伝子の柵造仁関する基本的用語（プロモーター、エンハンサー、エキソン、イントロンなど）  

RNAの唖顆と働き  

転写と相訳のメカニズム   DNAからRNAへの転写  

転写の調節（例示）  

RNAのプロセシング  

RNAからタンパク質への吉羽訳の過権  

リポソームの欄造と機能   
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